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達成度

自己評
価

外部
アンケート等 総合

①　少人数ならではの教育活動に対して満足度を持たせるよ
うなきめ細やかな指導を実践する。

A
A

(生徒96%
保護者100%)

A

②  生徒主体の学校行事を多く実施することで、生徒に満足
感を持たせる。

A
A

(生徒85%
保護者96%)

A

①  生徒の発達段階や教科の特性に応じ、協働学習等を段階
的に導入することで、生徒の主体的な学びを実現する。

A
A

(生徒96%
保護者96%)

A

②  学習進度が遅れがちな生徒に対して、補習等の学習支援
を実施する。

B
(13%)

- B

①　職員間で情報を共有し、情緒不安定や不登校傾向にある
生徒への対応に学校全体で取り組む。 A

(100%)
- A

②　日常的な教育相談等を通して、生徒への適切な対応を行
うとともに、継続的に支援する。 A

(90%)
- A

4 組織的・継続的な指導を
行っていますか。

①　全生徒と全職員が一緒に毎日清掃に取り組み、環境美化
賞など特に熱心に取り組んだ生徒の表彰制度を行う。

A - A

①　日常的な声掛け指導を通して、いじめ等に係わる悩みが
ないかを把握し、早期対応ができるように取り組む。 A

A
(生徒85%

保護者92%)
A

②　アンケート調査を学期毎に１回実施し、情報共有すると
ともに個人面談を充実させる。 B - B

6 生徒は健康で、規則正しい
学校生活を送っています
か。

①　中学校時に不登校の生徒が多いが、そのことをふまえて
家庭との連絡を密にとりながら生徒の出席を支援する。

A
A

(欠席率
10.8%)

A

7 計画的な指導を行っていま
すか。

①  生徒の進路希望に沿った企業・上級学校の情報を随時提
供し、二者面談などを行い生徒とともに考える。

A A
(生徒100%)

A

8 生徒は自らの進路について
真剣に考え、その実現に向
けて取り組んでいますか。

②  アンケートや進路ガイダンスなどを行い、生徒の進路に
ついて、生徒と保護者等が共通の目標を持てるように支援す
る。 A A

(生徒74%)
A

①　11月以降、入学説明会を兼ねた「学校見学」を随時受
け入れる。1人あたり30分～60分と時間を割き、丁寧に説
明をする。 A - A

②　生徒の日々の活動の様子を記録し、開かれた学校づくり
のために魅力的なWebページの更新を行う。

A B B

Ⅵ
教育デジタル化
に努めています
か。

10 ＩＣＴを活用した指導を
行っていますか。

①クロームブックやＢＹＯＤを活用した授業を積極的に実施
するとともに、生徒にとってわかりやすい授業のために教材
を工夫する。

B A
(生徒81%)

A

11 ＩＣＴを活用した業務改善
を行っていますか。

①　業務のペーパーレス化を心掛け、kinakoの活用を積極
的に行う。また、学校で実施するアンケートはformを活用
する。

B - B

Ⅴ

①　アンケートのディジタル化や職員会議やその
他資料のディジタル化、kinakoの積極的運用を心
掛ける。

①　「学校はPCやオンラインの動画などを使って
わかりやすい授業を取り入れている」と感じてい
る生徒の割合が７０％以上である。

開かれた学校づ
くりに努めてい

ますか。

　教員のICTの活用に関しては、今年度より校務支援システム（kinako）の活用を
積極的に行い、業務のスリム化ができた。また、「学校はICTを活用したわかりやす
い授業を実践している」と答えた生徒は８１％であった。教員側のICTの活用は進
み、生徒にとって理解を深める教材開発は行っているものの、生徒自身がICT機器を
活用する機会はまだ少ない。教員・生徒がデータのやり取りを相互にする機会も少
なく、一部の授業やアンケートでの活用に留まっている。今後は生徒のICTの積極的
な活用の場を設けていきたい。

　Webページのブログを見ていると生
徒の生き生きとした様子がうかがえる。
個別の説明会も丁寧に対応してもらい、
ありがたい。

達成状況のまとめ及び次年度の課題

　本校のカリキュラムポリシーである「少人数で生徒一人ひとりのニーズに対応す
る、誰ひとり取り残さない学び」について、満足を感じている(「そう思う」+「ど
ちらかといえばそう思う」）生徒の割合が９６％、保護者の割合が100％となっ
た。日頃から生徒の個性を大切にした授業実践を行っていることが評価された。次
年度以降、さらに多様な個性を持つ生徒の増加が予想されている。個に即した授業
の柔軟性がより一層求められる。
　本校の様々な生徒会行事や部活動について満足を感じている生徒の割合は８
５％、保護者の割合は９６％となった。今年度は生徒会を中心に、従来通りの行事
を精選し、新しい行事改革を行った。「交流会」や「校外学習」は特に高い満足度
を示した。こうした行事の準備や運営そのものについてもさらに生徒に主体性を持
たせて活性化していきたい。

　「本校は、個々の生徒にわかりやすい授業を行っていると思う」生徒の割合は９
６％、保護者の割合も９６％と高い数字となった。「本校は、勉強がわからない時
も(周囲の友達や生徒と)助け合う環境にあると思う」生徒の割合も９９％であり、日
ごろから協働学習が活発に行われている様子がうかがえる。しかし、２～４年生の
在籍者数の１３％にあたる人数（2名）が前年度に単位不認定科目を持ち仮進級と
なっている。義務教育段階から特定の科目に対して苦手意識が強い生徒も複数名い
る。補習等の学習支援を今後は継続していきたい。
　本校定時制職員間では、常に生徒の情報を共有している。毎日の打合せでは各学
年からの様子を時間をかけて丁寧に報告し合い、特に情緒不安定や不登校傾向にあ
る生徒への対応はケース会議等も行っている。少人数のアットホームな環境を作
り、生徒が日常的に教育相談をしやすい雰囲気づくりに励んでいる。本校スクール
カウンセラーの先生の献身的な活動と、職員が連携しており、普段から小さな問題
にも目を配ることができている。生徒の抱える個別の問題は奥深く、今後はさらに
中学校との連携が望まれる。

　本校定時制では、毎日全職員と生徒が熱心に清掃に取り組んでいる。年度末には
環境美化賞として特に熱心に清掃に取り組む生徒を表彰する制度もあり、励みにし
ている生徒もいる。少人数の生徒と教員の雰囲気はアットホームで、日常的な声掛
けも和やかに行われている。いじめ等に係る悩みに関しては学期毎にアンケートを
実施しているが、アンケート実施前に相談を持ち掛けられることがほとんどであ
る。早期対応に職員一丸となって取り組んでいる。しかし、生徒の悩みは奥深く、
解消には時間がかかっていることも事実である。
　義務教育まで不登校だった生徒が多いが、ほとんどの生徒が本校定時制に入学後
克服している。欠席率は12月現在で１０．8%にとどまった。放課後の部活動の時
間まで残り、たくさんの生徒が身体を動かしている。アンケートでも「本校に入学
して良かった」と回答する生徒・保護者ともに「そう思う」+「どちらかと言えばそ
う思う」が１００％である点も充実した学校生活を送っている成果だと言える。

　「学校は、進路について生徒とともに考えることができていると思う」と回答し
た生徒の割合は１００％であった。年間に複数回予定されている三者面談以外に
も、担任は二者面談を適時実施し、普段から生徒の進路についてアドバイスを細か
く行っている。また、進路指導担当者からの進路通信などを活用し、生徒は情報収
集を行っている。「私は現在、自分の将来について考え、調べることができている
と思う」と回答した生徒は7４％となったものの、1年生を中心に「そう思わない」
と回答した割合も１１％にのぼった。普段の生活の様子を見ていると、就職や進学
といった将来のこと以上に、現在のアルバイトや運転免許取得などに関する悩み相
談が多く、計画的に進路について考える機会を与える必要があると考える。

　本校定時制の入学を検討している生徒・保護者を対象に個別説明会と相談会を実
施している。今年度からは、授業中の教室に実際に入って参観してもらった。ま
た、希望があれば在校生に質問もできる場面の設定もした。柔軟な対応の結果、見
学者には好評であり、入学希望者も増加している。また、学校の様子を広く公開す
るために定時制のWebページの更新を頻繁に行っている。月に３～４回のペースで
安定して行っており、見学に来た生徒・保護者は概ね閲覧してくれている。しか
し、在校生とその保護者は「安総定時制のWebページをよく見ている」と回答した
割合は５０％程度であった。この点を改善できるようなWebページの魅力を考えて
いきたい。

　地元にも多くの企業がある。就職やア
ルバイトなど、地元企業との連携もして
いけたらと思う。

学校関係者評価

　生徒に寄り添い、中学校時まで不登校
傾向だった生徒と向き合う姿に感謝した
い。スクールカウンセラーとの連携もさ
らに継続してもらいたい。

　個を大切にした授業がされ、生徒や保
護者の満足度が高いる点が素晴らしい。
保護者やOB以外にも、地域との交流活
動なども実施できるとよりよいのではな
いか。

　様々な悩みを抱えている生徒に寄り
添っていると思われる。アットホームな
雰囲気は、授業見学をさせてもらった際
にも感じられた。今後もこの雰囲気を継
続してもらいたい。

※各学校で必要に
応じて評価対象を
加える。

特色ある教育活動を行って
いますか。

②　定時制Webページの更新を月に3回以上行
う。

①　「学校はいじめの防止や早期発見に向けた取
組を積極的に行っている」と感じる生徒・保護者
の割合が８０％以上である。

②　本校のカリキュラムポリシーである「様々な
生徒会行事、部活動などをとおしたコミュニケー
ション力の育成」について、満足を感じている生
徒の割合が８０％以上である。

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ 生徒の意欲的な
学習活動につい
て適切な指導を
していますか。

9 家庭、地域社会に積極的に
情報発信をしていますか。

①　「学校は進路について生徒とともに考えるこ
とができている」と答える生徒の割合が８０％以
上である。

①　職員打合せにおいて、生徒に関する情報交換
を毎日１００％行っている。

②　単位未修得者が、全校生徒の10％以下であ
る。

①　定時制課程の教育活動を理解してもらうため
に「学校見学」を随時受け入れる。

②　中学校時は不登校だったが、高校入学後に改
善され、登校できるようになった生徒が80％以上
である。

①　清掃活動に積極的に取り組み、１００％の生
徒が清掃に参加している。

①　欠席率が15％以下である。

②　「自分の将来について考え、将来の職業につ
いて調べることができている」と答える生徒の割
合が７０％以上である。

②　いじめの解消率が100％である。

点検・評価　
方　　　　　　　　　　策

①　「授業が分かりやすい」と感じている生徒が
80％以上である。

羅　　　　　針　　　　　盤

1
①　本校のカリキュラムポリシーである「少人数
で生徒一人ひとりのニーズに対応する、誰ひとり
取り残さない学び」について、満足を感じている
生徒や保護者の割合が８０％以上である。

評　価　項　目

Ⅰ 特色ある学校づ
くりに努めてい
ますか。

評　価　対　象 具体的数値項目

生徒の主体的な
進路選択につい
て適切な指導を
していますか。

生徒の充実した
学校生活につい
て適切な指導を
していますか。

生徒の実態に応じた指導を
行っていますか。

2 生徒は確かな学力を身に付
けていますか。

　
5 学校はいじめの防止や早期

発見に向けた取組を積極的
に行っていますか。

3


